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あらまし：本研究では、探究型学習における「主体的な学び」を可視化し評価するための新たなフレーム
ワークとして、拡張 PICRAT モデルを提案する。現行の学習指導要領で求められる評価の 3 観点（知識・
技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度）のうち、「主体的に学習に取り組む態度」は情
意領域に属し、認知領域中心の既存評価ツールでは適切に評価することが困難である。そこで、教育現場
でのテクノロジー活用を評価する PICRAT モデルの PIC 軸（Passive・Interactive・Creative）に「Proactive
（主体的）」を追加し、PICP 軸として拡張することで、認知領域と情意領域の両方を統合的に評価でき
るフレームワークを構築した。さらに、生成 AI ツールである NotebookLM を具体例として、拡張モデル
における 12 の実践パターンと 5 つの評価指標（自己調整度、探究深度、メタ認知レベル、協働的自律性、
先見的行動）を提示し、「主体的な学び」を観察可能な行動レベルで評価する方法を示した。本提案によ
り、生成 AI 時代における探究型学習の質的向上と、学習者の主体的な学びの育成・評価の両立が期待さ
れる。 
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1. はじめに 
近年の教育改革では「主体的・対話的で深い学び」

の実現が求められ、特に総合的な学習の時間では、

思考力・判断力・表現力と主体的に学習に取り組む

態度の育成が期待されている。しかし、「主体的な学

び」の適切な評価は教育現場の大きな課題である。

さらに生成 AI 時代において、学習者が AI を単なる

答えを得る道具としてではなく、探究を深めるパー

トナーとして活用できているかを評価する枠組みが

必要となっている。 
本研究では、PICRAT モデル [1-3]の PIC 軸に

「Proactive（主体的）」を追加して PICP 軸とし、認

知領域と情意領域を統合的に評価できる拡張

PICRAT モデルを提案する。NotebookLM を具体例と

して、生成 AI 時代における探究型学習の評価の在

り方を探る。 
 

2. 背景 
GIGA スクール構想による ICT 機器の普及と生成

AI の登場は、教育に根本的な変革をもたらした。こ

れらのテクノロジーは「デジタルティーチングアシ

スタント」として機能し、教員はファシリテーター

へ、学習者はより主体的な学習活動へと変化してい

る。しかし、テクノロジーをどう活用するかが質的

向上の鍵となっている。 

探究型学習の評価では「知識・技能」「思考・判断・

表現」「主体的に学習に取り組む態度」の 3 観点が求

められるが、前二者は認知領域、後者は情意領域に

属し、異なる領域を同一枠組みで扱うことが評価の

混乱を招いている。PICRAT モデルは有効なツール

だが、情意領域の要素が含まれていない。そこで、

認知・情意両領域を統合的に扱える評価フレームワ

ークとして、PICRAT モデルの拡張を検討する。 
 

3. PICRAT マトリクス 
PICRAT モデルは、Kimmons, Graham, and West 

(2020) [4]によって開発された教育テクノロジー統

合のための評価フレームワークであり、従来のモデ

ル（SAMR や TPACK）の限界を克服し、より実践的

な評価を可能にすることを目的としている。このモ

デルの革新性は、テクノロジー統合を 2 つの独立し

た軸で評価する点にある。PIC 軸は学習者の活動を

表し、Passive（受動的：情報を受け取る）、Interactive
（対話的：能動的に関与する）、Creative（創造的：

新しいものを生み出す）の 3 段階で構成される。RAT
軸はテクノロジーの役割を表し、Replacement（置き

換え：従来の方法を代替）、Amplification（増幅：従

来の方法を効率化・拡張）、Transformation（変容：

新しい学習体験を創出）の 3 段階となっている。こ

れら 2 軸の組み合わせにより 9 つの教育実践パター
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ンが生成され、教育者は自身のテクノロジー活用の

段階と改善の方向性を明確に把握できるようになっ

た。 
 

4. 総合的な学習の時間における評価観点と

ブルームのタキソノミー 
現行の学習指導要領では「知識・技能」「思考・判

断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の 3 つの

観点での評価が定められている。ブルーム（Bloom, 
1956）のタキソノミーでは、教育目標を認知領域、

情意領域、精神運動領域に分類し、認知領域は「記

憶→理解→応用→分析→評価→創造」の 6 段階で構

成される。 
３つの観点をタキソノミーと対応させると、「知

識・技能」は認知領域の下位レベル、「思考・判断・

表現」は上位レベルに対応するが、「主体的に学習に

取り組む態度」は情意領域に属する。現行の評価は

認知・情意の異なる領域にまたがるが、多くの評価

ツールは認知領域中心のため、情意領域の評価に困

難が生じている。探究型学習では両領域を統合的に

評価できるフレームワークが必要である。 
 

5. PICRAT マトリクスの拡張 
既存の PICRAT モデルは主に認知領域と対応し、

PIC 軸の Passive（受動的）は記憶・理解、Interactive
（対話的）は応用・分析、Creative（創造的）は評価・

創造レベルに対応する。RAT 軸は学習の深度を表す

が、情意領域である「主体的に学習に取り組む態度」

は含まれていない。 
生成 AI 時代には学習者の主体的な AI 活用能力が

重要となるため、PIC 軸に「Proactive（主体的）」を

追加し PICP 軸とする拡張を提案する。Proactive レ

ベルは、自己調整学習、メタ認知的活動、探究の深

化、協働的自律という特徴を持つ。この拡張により

従来の 9 パターンに 3 つの新パターンが加わり、計

12 の実践パターンで認知・情意両領域の包括的評価

が可能となる。 
 

6. 「主体的な学び」の可視化の試み 
拡張した PICRAT モデルは、PICP 軸（学習者の活

動と態度）と RAT 軸（テクノロジーの役割）の組み

合わせにより、12 の実践パターンを生成する。表 1
は、NotebookLM を活用した各パターンにおける学

習活動の特徴を示している。 
Proactive（主体的）レベルでは、PR（Proactive - 

Replacement）で資料の体系的整理と振り返り、PA
（Proactive - Amplification）で思考パターンの分析と

探究の深化、PT（Proactive - Transformation）で AI
を思考パートナーとした独自理論の構築を行う。こ

れらを可視化するため、「自己調整度」「探究深度」

「メタ認知レベル」「協働的自律性」「先見的行動」

の 5 つの評価指標を提案し、NotebookLM を通じて

「主体的に学習に取り組む態度」を観察可能な行動

として評価する。 
 

表 1 拡張した PICRAT マトリクス 

 
 
7. まとめ 
本研究では、PICRAT モデルの PIC 軸に「Proactive

（主体的）」を追加し、認知領域と情意領域を統合的

に評価できる拡張モデルを提案した。これにより 12
の実践パターンが生成され、NotebookLM を具体例

として 5 つの評価指標で「主体的な学び」の可視化

を実現した。拡張 PICRAT モデルは、生成 AI 時代に

おいて AI を学習パートナーとして活用する段階ま

で評価でき、新たな学習者像を示すことができた。

今後は実証的検証と教育現場での実践を通じて、さ

らなる発展を図ることが重要である。 
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